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（甲１３５‐４の反訳） 
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録音日：20 2 4 年 1２月４日  

場所：蘭越町役場会議室  

反訳者；野村一也  

0 0 : 0 1 野村  

確認をしたいのは、そもそも法律を知らない人が「弁護士の先生を立てれ

ば、自分たちは逃れられると」。  

0 0 : 1 0 野村  

どっかで、公職選挙法違反で矢面に立たされている人が「あなた公職選挙

法違反でじゃないんですか？」と、「いや、これは弁護士に任せている」

と。  

0 0 : 2 1 野村  

マスコミはそれに同意してやらないだけで、別にそれに同意する必要はな

いんですよ。「いや、それは答えないとまずい」と追及してもいいんです

よ。  

0 0 : 3 3 野村  

僕が言ってるのは、そういうことなんです。例えば副町長と渡辺さんが弁

護士を立てれば、あたかも自分たちが僕の面前に立たさなくて済むかよう

な言葉を発してるよ。明言してるよ。でも、そんなことあり得ないでし

ょ?僕が同意しない限りは。  

0 0 : 5 7Ｋ弁護士  

野村さんが同意されるかどうかは、野村さん次第…  

0 1 : 0 1 野村  

そんなこと聞いてないでしょ？僕が聞いてるのは、同意する…依頼する側

が「これについては弁護士に任せてる」とさえ言えば、その場から逃られ

るものではないですよね？って話をしてるんです。  

0 1 : 1 4 野村  
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マスコミはただ単に行儀よくしてるだけであって、「いやそれは…あなた

が勝手に言ったって、それはあなたに説明責任があるから答えなさい」と

追求することだってできるんですよ。僕の知る限りそれは。  

0 1 : 2 7 野村  

多くの人が勘違いしてるよ。「弁護士を立ててるから、自分はもう矢面に

立たない」と。「弁護士に行け」、「弁護士に行け」、という人は、ものすご

く多い。  

0 1 : 4 0 野村  

副町長も、渡辺さんも、そういうことを僕に言ってるよ。でもそういうこ

とはできないでしょ?  

0 1 : 4 9Ｋ弁護士  

どういうことですか?  

0 1 : 5 0 野村  

「弁護士に任せるから、弁護士に言え」と。  

0 1 : 5 4 野村  

僕は「審査請求のことで…開示請求のことで確認したいことがある」と。

（蘭越町の職員は）「弁護士に言え」と。「僕は同意しませんよ」と。「あ

なたが説明責任あるでしょ？」と。当たり前のことだと思いますよ。  

0 2 : 0 9 野村  

それを町の職員は「弁護士に言えば、弁護士が立ってくれる」と。「自分

は相手をしなくて済む」と思っているみたいだから。  

以上  


